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第 1 章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

 

1. 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7 条の規定に基づき、当社は環境の保全の見地からの意見を求めるため、

方法書を作成した旨及びその他事項を公告し、方法書を公告の日から起算して 1月間縦覧に供した。 

 

(1) 公告の日 

平成 27 年 5 月 1 日（金） 

 

(2) 公告の方法 

①日刊新聞紙による公告（別紙 1 参照） 

下記日刊紙に「公告」を掲載した。 

・平成 27 年 5 月 1 日（金）付 東奥日報 

※平成 27 年 5 月 16 日（土）に開催する説明会についての公告を含む 

 

②地方公共団体の公報、広報誌によるお知らせ（別紙 2 参照） 

下記広報誌に「お知らせ」を掲載した。 

・広報むつ 6 月号（平成 27 年 5 月 25 日（月）発行） 

・広報ひがしどおり 5 月号（平成 27 年 4 月 30 日（木）発行） 

 

③インターネットによるお知らせ 

平成 27 年 5 月 1 日（金）から、下記のウェブサイトに「お知らせ」を掲載した。 

・青森県のウェブサイト（別紙 3-1 参照） 

http://www.pref.aomori.lg.jp/ 

・東通村のウェブサイト（別紙 3-2 参照） 

http://www.vill.higashidoori.lg.jp/ 

・（株）ユーラスエナジーホールディングス ウェブサイト（別紙 3-3 参照） 

http://eeh-development.com/hiyamizutoge/ 
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(3) 縦覧場所 

関係自治体庁舎の計 2 箇所において縦覧を行った。また、インターネットの利用により縦覧

を行った。 

①関係自治体庁舎での縦覧 

・むつ市役所 本庁舎 

青森県むつ市中央一丁目 8 番 1 号（1 階 企画調整課） 

・東通村役場 

青森県下北郡東通村大字砂子又字沢内 5 番地 34（2 階 経営企画課） 

②インターネットの利用による縦覧 

・（株）ユーラスエナジーホールディングス ウェブサイト 

http://eeh-development.com/hiyamizutoge/ 

 

(4) 縦覧期間 

・縦覧期間：平成 27 年 5 月 1 日（金）から平成 27 年 6 月 4 日（木）まで 

（土・日曜日、祝日を除く。） 

・縦覧時間：各庁舎の開庁時間内 

 

なお、インターネットの利用による縦覧については、上記の期間、終日アクセス可能な状態

とした。 

 

(5) 縦覧者数 

縦覧者数（意見書箱への投函者数）は 0 件であった。 

 （内訳）むつ市役所本庁舎  1 名 

     東通村役場  0 名 

 

なお、インターネットの利用によるウェブサイトへのアクセス数は 343 回であった。 
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2. 環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7 条の 2 の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するための説明会を開

催した。 

 

(1) 公告の日及び公告方法 

説明会の開催公告は、環境影響評価方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

（別紙 1、別紙 2、別紙 3 参照） 

 

(2) 開催日時、開催場所及び来場者数 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は以下のとおりである。 

・ 開催日：平成 27 年 5 月 16 日（土） 

・ 開催場所及び時間： 

   １．10:30～11:30  むつ市 近川集会場（青森県むつ市大字奥内字近川八番地） 

             来場者数：1 名 

   ２．13:30～14:30  東通村役場 小田野沢地区学習等供用センター（青森県下北郡

東通村大字小田野沢字北向 37−2） 

             来場者数：2 名 

   ３．15:00～16:00  東通村役場 南地区基幹集落センター（青森県下北郡東通村大

字白糠字前田 44） 

             来場者数：0 名 

 

3. 環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8 条の規定に基づき、環境の保全の見地から意見を有する者の意見の提出

を受け付けた。 

 

(1) 意見書の提出期間 

平成 27 年 5 月 1 日（金）から平成 27 年 6 月 18 日（木）まで 

（郵送の受付は当日消印まで有効とした。） 

 

(2) 意見書の提出方法 

環境保全の見地からの意見について、以下の方法により受け付けた（別紙 4 参照） 

①縦覧場所に設置した意見書箱への投函 

②（株）ユーラスエナジーホールディングスへの書面の郵送 

 

(3) 意見書の提出状況 

提出された意見書の総数は 1 通であった。 
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第 2 章 環境影響評価方法書の環境保全の見地からの提出意見の概要と事業者の見解 

 

「環境影響評価法」第 8 条の規定に基づく環境影響評価方法書について、環境の保全の見地から

提出された意見は 1件であった。なお、環境の保全の見地以外から提出された意見は 0件であった。

方法書についての意見の概要並びにこれに対する事業者の見解は、次のとおりである。 

 

 

環境影響評価準備書について提出された意見の概要と事業者の見解 
 

No. 意見の概要 事業者の見解 

1 工事予定地域は尾根が大部分を占めている。こ

の尾根は湿地がちらばっており、すでに電線の鉄

塔建設等で改変又は破かいが進んでいる場所も見

られる。 
尾根周辺の環境に変化をきたすと、これらに植

生する重要な植物に重大な影響を与える恐れがあ

る。 
ご存知の通り、尾根の自然は、人工建設物や工

事に弱く、又、水辺にはこの環境に命をゆだねて

いる両生類が生息している。植物には環境ごとに

島状に残存部分を作ること。小動物には移動（安

全に）のルートを作ること。できるだけ、高木の

森として鳥類、大型動物の休息場所を残すこと。

クマ、カモシカ、タヌキ、キツネは敷地内を移

動させること。 
ヤマネ、モモンガ、テン、アナグマなどは森と

森の連絡できる道路が必要である。爬虫類の種類

は少なくとも 8 種は生息している。大型草本の連

続値を残すこと。 

対象事業実施区域では林道や送電鉄塔の建設な

どによる改変が行われているため、当事業の設計に

当たっては、既設の林道等、改変部分を有効に活用

することにより、新規の改変区域を低減するよう配

慮いたします。 
ご指摘の通り、尾根部の改変に伴う自然への影響

低減については十分に配慮する必要があると認識

しております。植生の専門家等の助言をもとに保全

すべき範囲及び改変が可能な範囲を把握し、環境影

響の低減に配慮した事業設計を行って参ります。 
動物について、現在進めている環境影響評価手続

きに関する現地調査においては、哺乳類、鳥類、魚

類などの生息状況及び生息環境の調査を実施して

おり、調査結果を踏まえ、環境影響の低減に資する

事業計画になるよう配慮いたします。 
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［別紙 1］ 

○日刊新聞紙における公告 

 

東奥日報（平成 27 年 5 月 1 日（木）） 
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［別紙 2］ 

○地方公共団体の公報、広報誌によるお知らせ 

 

広報むつ 6 月号（平成 27 年 5 月 25 日（月）発行 vol.12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報ひがしどおり 5 月号（平成 27 年 4 月 30 日（木）発行 第 598 号） 
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［別紙 3-1］ 

○インターネットによる「お知らせ」 

 

（青森県のウェブサイト） 
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［別紙 3-2］ 

（東通村のウェブサイト） 
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［別紙 3-3］ 

 

（（株）ユーラスエナジーホールディングス 環境影響評価ウェブサイト） 

（1） 

 【トップページ】 
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（（株）ユーラスエナジーホールディングス 環境影響評価ウェブサイト） 

（2） 

 【環境影響評価方法書の公表について】 
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（（株）ユーラスエナジーホールディングス 環境影響評価ウェブサイト） 

（3） 

 【環境影響評価方法書の縦覧について】 
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［別紙 4］ 

○ご意見記入用紙 

 


